にいがた時間 in Showa Women\u27s University : (財)新潟観光コンベンション協会との新潟市PR共同プロジェクト(その1) : 昭和女子大学 学園祭 秋桜祭2008でのイベント報告 by 内田 敦子 et al.
1.は じ め に
今回，（財）新潟観光コンベンション協会1）から新潟市
PR活動の共同プロジェクトについて依頼を受け，その最
初の活動として，本学で2008年11月初旬に開催された秋
桜祭（学園祭）でのイベントとして行った。またこのプロ
ジェクトは，生活環境学科（平成21年度より環境デザイ
ン学科に名称変更）の建築学コースとプロダクトデザイン
コース教員がイベントの空間プロデュースをするための企
画および制作について共同で学生に指導を行うもので，来
年度から同学科に新設されるデザインプロデュースコース
への足掛かりとなる活動であると考えている。
本報は，本プロジェクトの最初の活動となった本学学園
祭でのイベントについて，まず企画から実施までのプロセ
スについて述べ，次にイベントについてそのコンセプト，
および実施内容，イベントを終えての評価をまとめ，今後
の展開について報告するものである。
2.新潟市PR共同プロジェクトの主旨
2.1 新潟市の概要と現状
まず，新潟市の概要と現状について述べる。2005年3
月，新潟市は新津市白根市豊栄市小須戸町横越町
亀田町岩室村西川町味方村潟東村月潟村中之
口村の12市町村と広域合併し，さらに同年10月，巻町と
合併した。本州の日本海側随一の人口をもつ都市となり，
2007年4月1日に新潟市は日本海側で初めて政令指定都
市に移行した。なお，2008年 11月末現在，人口2）は
804,555人である。こうした流れの中で新潟市は優れた交
通基盤を有する環日本海交流の拠点都市として，豊かな田
園地帯における「食と花」と「みなとまち」の歴史が一体
となった都市の魅力を形成してきた。
しかし一方で，新潟と聞いてイメージするものとして
「米」，「日本酒」，「雪」などであるが，これは新潟県全体
としてのイメージが先行したもので「新潟市」となるとす
ぐに思いつくものが出てこない。実際に新潟市シティプロ
モーション推進協議会による首都圏住民に対するアンケー
ト調査の結果3）では「雪国」という回答がほとんどで，次
いで「佐渡の玄関口」，「食べ物が美味しい食材が豊かな
街」などとなり，そのほか特筆すべき結果は得られなかっ
た。そこで新潟市では新たな都市づくりとして，都市イメ
ージの確立や観光スポットへの集客，また交流を拡げるた
め，市民や企業団体等と連携した取り組みのもと，新た
な賑わいと魅力ある都市の創出に取り組んでいる。
2.2（財）新潟観光コンベンション協会企画部の事業概要
と本プロジェクトの主旨
今回，共同でプロジェクトを行うことになった（財）新
潟観光コンベンション協会（以降，協会とする）は，新潟市
の外郭団体で，その事業概要は主に事業部が実施している
新潟市への外客誘致（旅行商品の開発と提案，観光客コ
ンベンション等の誘致）と主に企画部が実施しているプロ
モーション（イメージ情報の伝達，魅力の創造と増幅，
イベント開催，新潟県との差別化など）である。またその
目的は，「新潟市を知ってもらい，来てもらい，満足して
もらい，また来てもらう」ことである。
協会企画部が実施しているプロモーション事業4）として，
主に首都圏を対象に新潟市の魅力をPRする事業を行って
いるが，その一つに首都圏大学との交流事業として大学祭
等での出店（展）を行っている。その形態は大学の特色や
その専門分野によって様々であるが，この事業の一環とし
て本学の学園祭での出展依頼を受け，イベント開催を行う
ことになった。本プロジェクトの主旨は，本学（本学科）
における専門分野および学生の特質を活かした表現方法で
新潟市をPRすることであるが，大学でのイベントという
ことで，プロジェクトに取り組む学生である若者世代や，
そのイベントに来場（参加）した多くの世代の人に新潟市
について知ってもらうことも本プロジェクトの主旨である。
今回，協会から新潟市の情報などの提供を受け，本学学生
を中心に，イベントの企画運営から実施まで行い，これ
を教員が取りまとめる体制とした。
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3.秋桜祭でのイベント実施内容について
3.1 イベント概要
「にいがた時間 inShowaWomen・sUniversity」
［会期］ 第16回秋桜祭
2008年11月8日（土）9日（日）10:0016:00
［会場］ 昭和女子大学 大学1号館4階4S05教室
［スタッフ］
桃園靖子（昭和女子大学生活科学部生活環境学科 プロダクト
デザインコース 准教授）
金尾 朗（同学科 建築学コース 教授）
内田敦子（同学科 建築学コース 助手）
京野亜矢佐藤理都子篠崎織衣柴山綾原麻美
細井咲希牧野加保利森智恵
（以上，同学科 金尾研究室3年有志）
［協力］（財）新潟観光コンベンション協会
横山 裕 （同協会 企画プロモーション課長）
五十嵐 政人（同協会 企画部長）
［デザインおよび制作担当者］
①インスタレーション
・映像 （金尾）
・チューリップのオブジェ （学生スタッフ）
・稲穂のオブジェ （学生スタッフ）
・波紋のサークル （学生スタッフ）
・ポスター （内田）
・会場入り口看板 （内田）
・案内のボード類 （内田）
②配布物
・フライヤー （内田）
・フライヤー等配布用のパッケージ （内田）
※本体は既製品使用
3.2 企画から実施までのプロセス
日程上の都合から短期間で集中的に取り組むこととなっ
たが，ブレインストーミングからのディスカッション，案
出しの過程を経て全員で案を出し合い，会場の空間構成の
デザインに取り組むことになった。
週に1，2回，学生間のミーティングでブレインストー
ミングを行い，その後，桃園，金尾，内田がまとめ，リフ
ァインしていくというプロセスを案出し，空間のデザイン，
個々のパーツのデザイン等をそれぞれのプロセスで進めた。
また，スタッフ全員が空間のイメージを共有できるように
展示空間の模型を制作し，空間構成についてのディスカッ
ションを行った。また，インスタレーションを行う空間に
配置するモノについて，いくつか材料を集め，試作品を制
作し，その配置など全体のイメージについては展示空間の
模型を用い，最終的な空間構成を決定した。
この結果，新潟市のイメージを会場の空間構成だけでは
なく，フライヤー，パッケージ等を統合的にデザインする
ことにより表現するという形を取ることになった。
最終的な空間構成は会場設営の段階でさらにアイデアが
出され，配置やライティングなどの調整を行いながら完成
した。またイベント開催中は，会場に学生スタッフが交代
で常駐し，来場者へフライヤーなどの配布やイベントの説
明などの対応を行った。
3.3 イベントのコンセプト
まず，新潟市をPRする本イベントを企画するにあたり，
本学の学生の特質をいかに活かすことができるのかを考え，
その結果として，建築を学んでいる学生であることから，
ひとつの「空間」の中に新潟市をPRするための表現方法
を考えることにした。そこで，東京で生活している大学生
が新潟市についてインターネットや観光雑誌など身近にあ
る情報と新潟市民へのインタビューから感じたもの，イメ
ージしたものを空間コンセプトにし，映像，オブジェ，装
置を置いてインスタレーションすることで，新潟市の紹介
（PR）を行うものとした。
新潟市のイメージや四季，特産などから今回のイベント
のキーワードとして，「チューリップ」，「凧」，「米（稲穂）」，
「雪」，「酒」，「水」を採用し，これをインスタレーション
という表現手法を用い，新潟市に流れる時間を感じること
ができる空間を表現した。また，新潟市とは別の空間であ
る本学内の会場で表現するというコンセプトから，今回の
イベントのタイトルを「にいがた時間inShowaWomen・s
University」とした。
以下，展示会場の空間構成，配布物等の個々のデザイン
について詳説する。
3.4 空間構成
―空間コンセプトについて―
展示計画を行うための最初のミーティングで，新潟市を
イメージしたキーワードとして下記のものを挙げた。
・雪 ・チューリップ（球根）・米（稲穂）・酒 ・地ビー
ル ・蕎麦（へぎ蕎麦）・水（水の都）・田園風景（棚田）
・（おかき）・笹団子 ・凧（白根大凧合戦）等
新潟をPRする方法としてインスタレーションという手
法をとることになったが，新潟のイメージをわかりやすく
伝えるために，上記のキーワードのうち，先に述べたアン
ケートの結果にもあったように，多くの人たちが新潟（県）
をイメージし，キーワードとして挙げた「雪」，「米（稲
穂）」，「酒」を採用した。さらに新潟市のイメージとして
はまだまだ印象の薄い，「チューリップ」，「凧」，「水（水
の都）」をイベントでPRするキーワードとして採用した。
1つ目の「チューリップ」は新潟市の花（2007年4月1日
に制定）2）であり，生産量全国1位であるにもかかわらず，
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その認知度があまりに低い。2つ目の「凧」は，初夏のイ
ベントとして毎年6月上旬に盛大に行われている凧上げの
祭の魅力を伝えたいと考えキーワードに採用した。3つ目
の「水」については，今回のキーワードにも採用し，新潟
市の特産でもある「米」と「酒」をつくる上で欠かすこと
のできないものとしての「水」と「水の都」としての新潟
市を表現するためにキーワードとして採用した。
さらに新潟市の自然豊かなイメージから水風土光
など自然の力にも着目した。私たちが生活している中で物
質的な豊かさは感じることができるが，自然の力など地方
都市から発信されるものに精神的な本当の豊かさがあるの
ではないかという考えから，五感でその豊かさを感じるこ
とのできるインスタレーションが可能であるか，ディスカ
ッションを行った。今回のイベントでは会場や活動（実施
内容など）に制約があり，五感すべてで感じることのでき
るインスタレーションを行うことはできなかったが，新潟
の自然の豊かさ，日常生活の中にある豊かさを四季を通し
て表現し，オブジェや照明などを効果的に用いたインスタ
レーションを行うことで，新潟市とは別の空間である本学
内に独自の「にいがた時間」を表現した。
以下に空間コンセプトをまとめた。また会場の空間構成
は図1に示す。
・会場の入口に稲穂を看板と一緒に配置することでまずは
導入部分にインパクトをあたえた（写真1/図1:0103）。
・映像を見せるため会場内を暗くし，足元に照明を配置す
るなど映像，照明（光）を効果的に利用した。
・雪米酒などのキーワードと新潟の厳しい冬の自然の
イメージから会場全体を白で統一した。
・新潟市のキーワードの中からインパクトがあり，また集
合体の美しさをもつ「チューリップ」（写真2/図1:04），
「稲穂」（写真3/図1:07）をモチーフにしたオブジェを配置
した。スクリーンや照明を利用して会場内にオブジェを中
心としたさらに別の空間が生まれる。
・空間の中で映像やオブジェを用いて新潟の四季を表現す
る。春は「チューリップ」，夏は「凧」，秋は「米（稲穂）」，
冬は「雪」をその象徴とした。映像については3.5で述べる。
（152）
図1 展示空間の構成
01看板
02パンフレット（協会提供）
03稲穂のオブジェ①
04チューリップのオブジェ①紙
05チューリップのオブジェ②ワイヤー
06稲穂のオブジェ②
07稲穂のオブジェ③
08水の波紋
09PC・プロジェクター
10スクリーン（映像①文字）
11スクリーン（映像②アイコン）
12ポスター①田園風景
13ポスター②稲穂
14ポスター③チューリップ
・水（水の都）というキーワードから波紋をイメージした
サークルを床に配置し床面に動きをつけた。また，このサ
ークルを空間の中心に配置し，その周りを新潟の四季を感
じながら会場内を移動する（写真4/図1:08）。
―空間構成―
展示会場の空間構成については図1に示す。展示会場が
教室であるため約70個の机と椅子が設置されているが，
これを教室の一角にまとめ，会場全体を白で統一するとい
うコンセプトから白い布で覆い隠し，雪山に見立てた。床
に水の波紋をイメージして配置したサークルは直径1500
mmから2000mmで，フレームの幅も100mmから300
mmとし，高さにも100mmから300mmと変化をつけ
たものを配置した（写真4）。サークルの内側に照明を仕込
み白い布で覆ったものや，映像を映すためのプロジェクタ
ーとノートパソコンを隠すため，上部に蓋をしたものを配
置した。その他サークル内にインスタレーションのポスタ
ーや配布用のボックスを置いた。これによって空間内にお
ける来場者の動線もある程度計画できると考えた。
チューリップと稲穂のオブジェは，その背後から照明を
当てたり，ブラックライトを用いることで幻想的な空間を
作り出す。映像を映すために配置した白い布のスクリーン
の後ろにこれらのオブジェを配置することで，オブジェの
影と映像が重なって映し出される。スクリーンは映像を映
すためのものであると同時に会場内にオブジェを中心にし
た別の空間を作り出す役割を持つ。さらにスクリーンに使
用した白い布も光沢のあるサテン生地や薄い綿の生地など
種類を変えることで透過する光に変化をつけた（写真5）。
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写真1 会場入口の看板（左）と稲穂のオブジェ（右）
写真2 チューリップのオブジェ 写真3 稲穂のオブジェ
会場の入口からみる
会場の出口からみる
写真4 会場の中心に配置された水の波紋
写真5 チューリップのオブジェを配置した空間
上左:チューリップのオブジェの影がスクリーンに映る（図1:05）
上右:紙で制作したチューリップのオブジェの空間（図1:04）
下:ワイヤーで制作したチューリップと稲穂のアイコンが揺れるサ
テン生地のスクリーン（図1:11）
3.5 映像のデザイン
今回のインスタレーションの中で動きのある映像を用い
ることは効果的であった。実際，多くの来場者にインパク
トを与えた。キーワードとして挙げた「チューリップ」，
「稲穂」，「雪」，「凧」，「酒」を文字で表現したものと，そ
れをアイコンで表現したもの2種類の映像を作成した（図
2）。文字には「新潟市」を加えた。文字が雪のように降り
積もり，やがて融けていくイメージの映像である。各文字
にはその意味を反映させた動きをつけた。アイコンも同様
にそれぞれの動きをつけて表現している。例えば「酒」と
いう文字はくるくると回転しながら舞い降り，そしてその
アイコンの「徳利」は，少し千鳥足のような動きでスクリ
ーンの中を移動するといったものである（写真6）。
3.6 フライヤーと配布用パッケージのデザイン
―デザインコンセプト―
フライヤーの内容は，イベントのタイトルである「にい
がた時間」をコンセプトに新潟市の行事イベント，また
特産4）を新潟市で生活する女子大生の日常の中にリンクさ
せ，春夏秋冬，各季節の1週間を日記形式で紹介するもの
である。フライヤーはA4サイズに春夏秋冬の4バージョ
ンを作成し，最終的に春と夏，秋と冬を両面に配置した2
種類を作成した（図3）。さらに弁当箱に使われるパッケー
ジにチューリップの球根などと一緒に入れて配布した（写
真7）。これは来場者に手にとって持ち帰ってもらうために，
フライヤーのみの配布よりも効果があると考えたからであ
る。また，会場を出たあとも学園祭が行われている構内を
そのパッケージをもって移動することで別の場所でもPR
が行われることになる。さらに大学構内から出て自宅まで
に利用する交通機関内でもPRが継続すると考えた。採用
したパッケージについては，キーワードにもある「稲穂
（米）」から「飲食店などでおにぎりなどをテイクアウトす
る際に使用されている既製のパッケージ」を採用し，その
表面にフライヤーにもある日記の文面と写真をデザインし
たものを貼った。デザイン数は4バージョンを各2，3種
類，計16種類である（図4）。
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図2 文字（左）とアイコン（右）
写真6 文字（左）とアイコン（右） 図3 フライヤーのデザイン
4.今回のイベントの評価
学園祭でのイベントは（財）新潟観光コンベンション協
会から依頼を受けたプロジェクトの最初のイベントとなっ
たが，企画から制作までの期間が短く，実際に新潟市に出
向いて現地調査を行うことができないままイベント開催を
迎えることとなった。
今回初めて空間をプロデュースすることに取り組み，多
くのことを学び得る機会となった。しかし，どのくらいの
期間で企画をまとめ，次に何をするべきかというある程度
の流れが定まらないまま実施に至り，最終的に本来意図し
ていたことを伝えることができたのか，自己満足で終わっ
ていないかなどいくつかの課題が残った。参加した学生か
らも，短期間である程度のかたちが完成したことで，いく
つかの課題はあったものの満足したという感想を聞いた。
また，「最終的に最初にイメージしていたかたちとは違う
ものが出来上がった」，「モノ（材料など）を調達すること
の難しさを知った」など，初めて取り組むことで発生する
問題点が挙がった。結果的に想定していた以上の出来で完
成したものもあり，これについては評価できるが，企画の
段階で想定し，明確にしておくべきことも多かった。実際，
会場設営の段階で照明の位置や当て方，サークルの位置な
ど配置計画がいくつか変更，調整を繰り返しながらの設営
となり，予想以上に時間がかかってしまった。他に，「自
分たちが考えたものを表現（インスタレーション）し，第
三者にそれを明確に伝えることの難しさを感じた」という
感想にもあるように，実際に来場者数は多かったが，中に
は会場内をただ通り過ぎてゆく人も多かったことも事実で
ある。イベントを終えて，第三者（今回は来場者）からの
意見を聞く機会を持たなかったことも今回の反省点となっ
た。今後は来場者にイベントに対するアンケート調査を実
施し，評価や意見などを次の企画へ活かしたいと考えてい
る。
今回のイベントで設営に時間がかかってしまったことは
反省点ではあるが，最後まで様々なアイデアを出しながら
より良いものを作り上げいく姿勢は評価されるものであり，
その結果，予想以上の出来で完成したものもあった。実際，
来場者から「新潟のイメージが変わった」という言葉を聞
き，このイベントで独自の新潟市を表現できたのではない
かと考える。また，本プロジェクトの主旨のひとつであっ
た若者世代である学生が新潟市について理解を深めること
に関しては，企画する段階で個々にリサーチを行い，さら
にそれを持ち寄ってディスカッションを行ったことで達成
されたと考える。
最初のイベントということで学生，教員ともに試行錯誤
しながら企画から実施に至った中で様々な課題を残すこと
になったが，それ以上に得るものも多く，この経験を活か
し，次につなげたいと考えている。
5.まとめと今後の取り組み
今回のイベントについて，協会担当者からはある程度の
評価を得ることができた。また，新潟はモノ，コト，空間，
自然，歴史といろいろな意味で素材の宝庫であると感じ，
その豊かさに魅力があると感じた。今回のイベントは新潟
PR活動のスタート地点であり，今後の展開を協会側と検
討しているところである。
協会の担当者から現在の新潟市の状況について，「新潟
市は，花は育てるけれどその花を生活の中で楽しむライフ
スタイルの提案が弱かったり，おいしい米，野菜，果物は
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つくるけれど，そのまま食べるだけで，盛りつけ方や器，
食べる空間（照明など）のデザインに意識がいっていない」
といった話を伺った。今後は新潟市というフィールドでの
生活デザインの提案なども含め，新潟市の豊かな素材を活
かしたPR企画アイデアについて，本学の学生の視点で
提案し，新潟市で行われる様々な企画やイベントに参加し，
地元との交流を深めるなど，積極的に取り組みたいと考え
ている。
最初にも述べたが，来年度新設されるデザインプロデュ
ースコースは，多様なデザイン領域をカバーし，デザイン
の企画立案を行うことのできる人材養成を目指したコー
スであり，企画力，プレゼンテーション能力の習得をめざ
したカリキュラムとなっている。今回取り組んだ，新潟市
との共同プロジェクトは，その企画，プレゼンテーション
を実践できる場（機会）であった。本プロジェクトを続け
ることで，新たな実践環境を拡げることができるのではな
いかと考えている。
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